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1. 序 文

著者は結核に於けるアレルギーと免疫につい

て研究し,その一部を結核免疫に於ける血中抗

体の役割 という標題のもとに発表した1)｡この研

究 と平行 して,著者の他の研究目的である結核

アレルギーに関 しても,感作 された動物の血清

中に結核アレルギーを担 う抗体があるか否か匿

関して研究を進めてきた｡この点に関して得 ら

れた研究成果は第 ∬篇に於いて述べる予定であ

るが,かかる結核アレルギー抗体の分析に当っ

て血清蛋白を分割 し,その抗体位置を決定する

必要に迫 られた｡その理由は,従来血中にアレル

ギー抗体を発見 し得なかった結核感作動物に於

いても,その血清蛋白を分割採取する事により

その特定の部分にこのアレルギー抗体の存在す

る事を明らかにしたFavour2)の報告が我 々の実

験の途中で行なわれたからである｡このFavour

の報告の真偽に関しては第 Ⅰ篤で詳述する予定

であるが,この研究に刺戟 されて著者 も結核感

作動物の血清蛋白の分割を志 し,その分割方法

として澱粉による Zoneelectrophoresis法を

これに援用 しようと試みた｡然 るにこの血清蛋

白分割方法によるアレ′レギーの研究は,単に結

核に於いてのみならず他のアレ71,辛-分野に於

いても未だ極めてその経験に乏 しい状態である

ため,著者は先ずアレルギー蛋白採取に関する

基礎的研究を行なう必要に迫 られた｡ この意味

で著者はアレルギー反応 としてArthus型皮膚

反応を選び,卵白Albuminによって感作 され

た家兎血清を Zoneelectrophoresisによって

分割 し,その分割 された各血清蛋白部分の如何

なる部t舶こArthus型反応を示す抗体が存在す

るかを明らかにしようと志 した｡ 箇同時に試験

管内で認められる各種の血中抗体の分布の有様

と上述の蛋白分割 とを比較検討 した｡

従来アレルギ-反応を示す抗体に関しては数

多くの研究が行なわれた｡ 葬琵しその多 くのもの

はアレルギー抗体 としてではな く,アレ)L,ギ-

反応抗体即ち試験管内で認められる各種のアレ

ルギー反応の抗体に関する研究が主体をなして

居 り,生体組織で示される障碍性のアレルギー

反応,即ち狭義のアレルギーを担 う抗体に関し
ての研究は比較的少なかった｡ 元来アレルギー

抗体なるものが,か くの如 く生体舶J織に於ける

反応 としてその存在を確認し得 る事が出来 ると

いう性格を有する関係上,この抗体の存在に関

する最終的な結論は受動感作 という方法に確る

他はないのであるが, この事に関する最初の報

告が既に今世紀初頭 Nicolle3) によって行なわ

れた｡ この Nicolleの研究により,感作 された

動物の血清の移行によって他の動物にアレルギ

ーを受動的に移 し得 る事が報告 されて以来,種

々の論蓑が この点に関 して闘わされて来たので

ある｡ 従来血清中に存在する抗体としては,各

種の検査法即ち沈降,凝集,補体結合等々の反

応によって認められ る各種のものが存在し,節

究の当初には これ らの抗体こほすべて互に異った

ものであるとされていたのである｡ 其の後次第

に研究が進むにつれてこれ らの抗体を同一視す

る一元論が優位を占め,これに対 して先の説は

抗体の多元論 と称せられるに至った｡かかる抗

体一元論の進展に伴って,組織 反応を担 うアレ

ルギー抗体も文前記試験管内諸アレルギー反応

抗体と同-･のものであろうとする説 が 行 な わ
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れ,これは Opie4)5) Cannon6)等の広範な研

究に支えられて,フレルギ-反応抗体の一元論

の中に包括 されるに至ったのである｡然 しアレ

ルギー抗体 と試験管内アレルギ-反 応 抗 体 を

区別 しようとする多元論的な主張 も,Grove7)

Kahn8)等によって行なわれ, これに菅同する

研究や論蓑 も多数為されて居 り,最近我国で行

なわれたアレルギー学会のシンポジウム9) でも

抗体の一元論 と多元論 とに関する論議が烈しく

闘わされた事がある｡ 然 し為された多 くの論議

は,方法論上倍不充分な実験事実に基ず く見解

の相違によるものが多分にあり,アレルギー抗

体に関しては先に述べたように,これを飽 く迄

受動感作の方式によりその抗体を捕える事が第

-の前提に立たねはならぬものである｡ 著者の

行なった実験必ずしもまだ完重なものとは云い

得ないが,然 しその実験方法に於いて叉実験成

績に於いて,この方面の研究者の参考に供 した

い多 くの点を有する事を思い,以下それについ

て記載 して諸家の批判 と示唆を得たいと思 うの

である｡

2. 卵白 Albumin感作家兎血清のZone

electrophoresisに関する基礎的実験

a)実験材料

i)動物 :体重 2500g 前後の白色雄性家鬼

ii)抗原 :Merck製結晶卵白 Albumin粉

末に滅菌生塩水を加えて約2%の溶液を作成す

る｡ この際充分強力に遠心沈澱 して不溶解物を

除去 して後,i容液の蛋白濃度を測定しその多 く

が 1.8%前後にある事を確めた｡

iii)動物の感作 :家兎の耳静脈より前記抗原

2.0ccを3日間隔で8回乃至10回注入して感作

を行 う｡ 最終感作終了後 8乃至10日で血中沈降

抗体価を測定し,その価の充分高値にある事を

確めた後 これを感作終了動物として使用した｡

iv)血清の採取 :実験に際 して,同時に2本

の Column(1本について 10ccの新鮮血清使

用)について泳動を行なった関係上,2匹の家鬼

よりその耳静脈から各約 25ccの血液を採取,

時には頚動脈より約 80ccの血液を得,これら

より血清を分離 して使用した｡

京大結研紀要 第8巻 第2号

V)沈降抗体価の.測定 :沈降抗体価の測定は

相田の試験管を使用する重層法を用い,抗体稀

釈によってその価を決定 したが,この際使用し

た抗原は1000倍卵白 Albumin生塩水溶液であ

る｡

vi)血清の Zoneelectrophoresis(Z.E.):

方法は KunkellO)19)の記載に従ったが,この

方法による血清蛋白の分割は澱粉による蛋白の

吸着もな く極めて優 秀な方法 として 中村11'に

よっても記 載 されている｡装置は Z.E.のた
めに設計された電流発生装置 (定電流)を,叉

資料の支持体としては局方精製馬鈴 薯 澱 粉 を

使 用 した｡ この際澱粉は蒸溜水にて数回洗催

し,乾燥粉末 となしたものである｡ 緩衝液 とし

てほベロナ-ル酷酸緩衝液を,そのイオン強度

0.1,pH8.6として用いた｡この緩衝液で前記

澱粉粉末を適当の濃度に泥状 となし,巾5.0cm

高さ 2.0cm,長 さ 50cm,の合成樹脂製泳動槽

に充填 し,渡紙にて余分の緩衝液を除去 した後

に資料の充填を行なう｡ 充填に当っては泳動槽

内澱粉柱の中央部を巾 1.0cm の範囲内で除去

し,約 9gの乾燥澱粉を 10ccの試験血清にて

泥状 としたものをこの欠妻員部に注入する｡後蓋

をして附属金属止具で緊ぱ くし泳動槽が完成す

る｡ か くして作製 した泳動槽の両断端は,これ

を液糖で封鎖し,更にその上を新 しいガーゼで

覆った後,そのガーゼの遊離端を緩衝液槽に浸

潰 し, この緩衝 液 槽 と KCl電解槽 との闇を

KCl寒天脚にて連結し,以下の条件で通電を開

始する｡上記操作中,泳動槽の作製は可及的迅

速に室温で,電気泳動は 4.OoCに調製 された恒

温窒内で行なった｡通電は 2mA/Cm2(断画托

付),前記 Column 2本を同韓に泳動すれば

両端にかかる電圧は約 250V.前後であった｡

通電時間は約36乃至48時間で,か くすれば血清

蛋白の両端は約 20cm の巾で展開する｡泳動

終了後 この澱粉柱を 1.0cm 巾に切断,試験管

内にて 10ccの生塩水で24時間 4oCにて抽出を

行ない以下の実験に使用した｡蛋白の定量の為

には,Folin法を採用し,資料の0.2ccを Folin-

Ciocalteauの Phenol試薬により発色させ,

これを比色計で定量,その資料に応 じての蛋白
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分布の Patternを得 る事が出来た ｡ 以下著者

の示 した成績はすべてこの方法によるものであ

って,この際蛋白各成分の発色の差違による補

正は加えられていないが,蛋白分布の様相 と目

的 とする分割採取の為には これによっても充分

効果をあげ得たもの と考える｡

b)実験成績

以下は繰返 し得 られた実験成績の一部を図示

し,且その各々について詳述する｡

第 1図 :a)は同時に泳動 された2本の Cb-

1umnについてFolin法 による比色定量を行な

い,得 られた蛋白分布を示 したものであり,そ

の資料は正常表見血清である｡Albumin 及び

γ-Globulin に相当する蛋白分割が明瞭に出現

し,α-,及び β-Globulinに相当する分割は比較

的不明瞭な分布を示 して居 る｡庸 この二つの曲

線は,同一資料について行なわれたものである

が,Columnの個々の性状や,装填 された資料

の状態等により図に示 される程度の 差違が 硯

われ る｡ これは現在我 々の使用する方法の精度

を現わす ものであって,かかる誤差は主 として

充填 された資料の泳動状態が未だ比較的不均一

第 1回 a) 正常家兎血清分離図

Jは Origin を

示す第 1図 bJ 正常家兎血清断端面積 A :7.5cm2
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第2図 a) 卵白 Albumi工l感作家兎

註 :Jは Origin を示す
ベロナ～ル塩緩衝液 pH 8.6

(Folinフェノール試薬による)

第2図 b) 卵白 Albumin感作家兎血清

?註 :Albumin甘峰に
於ける蛋白試験第2図 C) 卵白 Albumin感作家兎血清

註 :沈降反応成績は各相当抽出部位毎にC),D)各
々について行ったものである.

第 3図 :因みに抗原 とした結晶卵白 Albu-

min 溶液の
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の実験では第 Ⅰ荒で京さjtる僕に,感作モルモ

ッ ト血清に於いてその増量が明 らかに認められ

たが,家兎に於いてはその増量を認める事は出

来なかった｡

扱て以上得 られた各分割について,その各抽

出部毎に沈降反応を行なった成績が第 2図C)

に示されている｡沈降反応は前記方法に従った

が,抗体液 としては発に生塩水で才由出された各

試験管毎にその一部を取出し,1.5967ラビヤ

ゴム浮涛生塩水で倍量 とし,これを原液 としこ

の階段的稀釈液について試験 したものである｡

成績は第 2図C)に示された如 く,沈降反応陽

性部が γ-Globulin部位に限 られて陽性に田現

した ｡ 即ち卵白Albumin感作家兎血清に見 ら

れる沈降反応抗体は γ-Globulin分割に存在す

る事が直接的に証明 されたものである｡

3. 血清分割の受身移行によるアレノしギー抗

体の研究

a)実験材料及び実験方法

動物は Recipientとして 2000g前後の白色

家兎,及び体重 300g前後の白色モルモッ トを

使用した｡

アレルギー反応の受身移行の為に使用した抗

体液は先に Z.E.により分離 した各血清分割で
あって,その採取部位は第 2図a)に示す如 く

Albumin峰の一部,γ-Globulin峰の一部 と,

更にα-,及びβ-Globulinはこれを明らかに分割

採取 し得ぬ偉 これ らが含まれるものと見倣 され

る数 ケ分割部分をとり,原血清 60ccの各分割

量に相当するAlbumin,α+β一及び γ-Globu-

1in分割を pool,その各々を Carbowax1500

で,セロファン膜にて濃縮 して約1/20量 とし,こ

れを抗体液 として使用した｡又時にはこれを更

に生塩水で透析 したが,透析の如何によって成

績に著明な変化は来 さなかった｡庸 この際,Do-

norの血液採取 より Recipient えの移行迄に

要する期間は6日以内とした｡アレルギー反応

惹起抗原は感作に使用したもの と同じ結晶卵白

Albuminの約1.8%生塩水溶液を使用した ｡ 抗

体及び抗原の動物接種方法は表に示してある｡

即ち17レルギ-反応は正規の Arthus型の反応
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によるものと,Prausnitz-Kiistner型反r吊こよ

る両方法が用いられた｡Arthus型の反応には

前記分割液の略全量をRecipientの静脈内に接

荏,叉 PrausnitzIKiistner型反応によるもの

には各Recipient腹側皮内に同じく血清分割液

を,家兎には 0.2cc,モルモッ トには0.1ccを注

射 し,後両型共に24時間して,前者にはその復側

皮内え,後者には同一局所に,抗原液 0.1ccの接

種を行ない,其の後は経時的に皮内反応を観察

した｡倍 この際 Arthus反応型形式の例には各

Recipient一例につき一つの分割を,又 Praus-

nitz-Kiistner型反応形式の例には各Recipient

一例につき同時にその腹側皮内3ヶ所について

接種 を行なった｡箇 この後者については,皮膚の

部位による反応程度の差違を考えて,接種部位

をp7tに交換する様に配慮した｡モルモッ トに於

いては,PrausnitzIKtistner型 反応を行なうに

際 しても,抗体の接種は皮膚(腹側)の一ヶ所に

ついてのみ行なった｡以上両型の反応に加えて,

更に多少これを修飾 したものとして,皮膚に抗

体を注射 した後 ,抗原を静脈内に接種 して皮膚

反応を観察する逆 Arthus型反応を行なった｡

この場合にも抗体移拝復241寺間 して抗原を静注

し,以後経時的にその反応を検討 した｡以上抗

体及抗原の血管内注入に当っては,家兎では耳

静脈より,モノレモツ トでは頚静脈よりこれを行

なった｡

b)実験成績

成績は表 に明らかな如 くである｡

i)Arthus型反応 (抗体を大量静脈内に接

種 し,抗原の皮内注射を行なった群):家兎例で

は,対一照群即ち正常家兎血清分割の注射を受け

たRecipientでは,Albumin分割に極めて薄い

発赤を認めただけで他の分割では殆 ど異常を認

めなかった｡然 るに感作群即ち感作家兄血清分

割の注射を受けたRecipientでは,γ-Globulin

分割に於 いて著明な反応があり,24博聞後には

溢血斑を伴った発赤が認められたが,然 し浮腫

は認められず,この点自動感作動物に惹起 され

るような典型的なArthus反応は認める事が出

来なかった｡ これは抗体量からしても止むを得

ない事 と考える｡ A払umin分割では全 く反応
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が現われず,α+β-Globulin分割ではわづかに

発赤が認められる場合があるが,これは極めて

制限されたものであって陽性成績とは云い難い

程度のものであった｡

ii)家兎に PrausnitzIKtistner型反応を行

なった場合 :対照群では各三 分割に於いて相当

大 きな反応が24時間で観察された事があるが,

この発赤は非常に弱いもので48時間後には全 く

消失 した｡この反応は勿論ヲ幹寺異的のものと考

えるべきであるから,得 られた資料は総てこの

程度のヲ幹事異反応を示す事を考慮にお く必要が

ある｡感作群では,同じくγ-Globulin分劃に

特に著明な反応が認められ,その反応は発の

Arthus型の投与形式 と略同様であった｡又

γ-Globulin 分割ではすべての動物で反応陽性

成績が得 られているが,他の分割では,特に

Albumin分割で時に陽性を示す成績が得 られ

たが,後者は果 してアレルギー反応を示すもの

か否か未だ疑わ しい点がある｡

iii)家兎に逆 Arthus型の反応を行なった

場 合 :対照群では仝例に於いて陰性成績を得た

が,感作群では,これ も叉 γ-Globulin分割に

陽性成績が認められた｡他の分割には反応は認

められず,γ-Globulin分割で示された陽性成績

も極 く軽度の発赤を示す程度のものであって,

概 してこの型の反応は他の型に比 し特徴的なも

のではなかった｡

以上家兎に於いては γ-Globulin分割にアレ

ルギー抗体があるという事の出来 る成績を得た

のである｡

iv)次にモ ルモッ トの実験では家兎に比 し反

応の出現が比較的不安定なものと思われた｡即

ちモルモッ トの皮膚反応は,この様な反応型式

に於いては発赤の出現が非常に貧弱で却って蒼

白色を示す場合が多 く,叉浮腫の出現が著明で

ある｡従って反応の観察にはこの浮腫を目標に

したのであるが,斯 くしてi則定された反応直径

を見れば,Prausnitz-Kiistner型反応に於いて

はγ-Globulin分割に反応が特に著明で,次いで

α十β-Globulin分割に反応が出現 し,Albumin

分割では反応が起 らないという成績を得たので

ある｡叉逆 Arthus型の反応を行なった群では,
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-先に述べた と同様浮腫を主徴 とする皮内反 応が

認められたが,この場合には Albumin,α+β-

Globulin,及 γ一Globulin何れにも同程度に認

められ,果 してこれ らをすべて反応陽性 として

よいか,疑わしいものであった｡

Ⅴ)第 2図d)に示されたものは発に述べた

様にAlbuminII峰の出現が殆 ど見られなかっ

た血清の泳動図であるが,その分割された蛋白

各成分を用いて以上 と同様の方法によってアレ

ルギ-抗体の位置が検索された｡ この成績でも

48時間後のPrausnitz-Kiistner型反応では γ-

Globulin 分割に抗体の存在を思わせる反応を

認めたが,24時間後の反応は γ-Globulinよりも

却って Albuminに強反応を呈するものも存在

し,発に行なわれた実験に比較 して γ-Globulin

分割に於ける抗体の存在が不明瞭 と思われた｡

vi)第 4図は感作家兎血清の泳動図で,其の

得 られた各蛋白分割の抽出試験管毎に行った沈

降反応 と,皮膚に於ける Prausnit2卜Ktistner

型のアレルギーの成績を同時にこれに併記 した

ものである｡ アレルギ-反応の試験は抽出した

試験管の一部についてのみ行なったが,この成

績によるも沈降反応抗体は γ-Globulin分割,

又アレルギー抗体 も同じく γ-Globulin分割に

認められる成績であった｡

以上豪兎及びモルモッ トについて行なわれた

卵白 Albumin感作家兎血清分割の,受身移行

による Arthus抗体の所在に関する探究実験

は,その多 くのものが γ-Globulin分劃にプレ

ルギ-抗体の存在を示す結果 となり,極 く一部

に於いてAlbumin,a+β-Globulin分割に陽性

成績を得たのであるが,γ-Globulin分劃を除 く

他の成績は非常に不安定なものであって,これ

をアレルギー反応 として認めてよいかどうか,

倍疑問の余地を残すものであった｡

4. 捻括及び考接

著者は感作 された動物の血中抗体のアレルギ

ーに於ける役割を検討する目的で,その血清を

分割 しその分劃の何れの部 分に7レルギ-を担

う抗体が存在するかを血清分割の受身移行によ

り検討 しようと試みた｡従来血清蛋白の分劃は

塩析法 により行なわれ,Pseudoglobulin,Eug-
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lobulin,.Albumin等の分割が分離 され,その

化学自勺な叉生物学的な性状が種 々研究 されてき

た｡ これ と共に近年 Svedberg12-によって超遠

心器を利用する蛋白/分劃が行なわれ,この方法

によって蛋白の分子量 が略享則定 され得 る事 とな

り,前記塩析によって得 られた分割の各々につ

いても又 この超遠心器による方法 との間でその

成績が比較 されてきたのである｡更に Tiselius

l3'14)16) によって電気泳動法なる分劃法が行な

われ るに至 り,これによって血清蛋 白がAlbu-

min,a-,β-,及び γ-Globulin等の各成分に分劃

され るものである事が明らかにされ,この方法

による研究が大いに進展した｡然 しTiselius法

による研究ではその分割 された資料を各個にと

り出してその各 々を検討する事は至難の枚であ

った｡この点最近 Turba16)等によって考案 され

た渡紙電気泳動港は,瀬紙上 に展開 された各種

の分割を凍紙 より溶出してその性状を検討する

事が可能であり,この点極めて好都合なものと

云い得る｡ 然 し惜 しむらくは,この方法によっ

て展開 され る資料の童は極めて制限 されたもの

であり,取 り出された分割を動物に大量移入し

ようとする著者の意図には用 うぺ くもないので

ある｡最近薄紙電気泳動法以外に各庫の支持体

を利用す る Z.E.の方法が考案 され,各方面で
使用され るに至っている｡例 えば,支持体とし

て澱粉ゲルを用いる方法 17) の他に, ガラス粉

末 18),イオン交換樹脂19),渡紙の粉末 ,寒天ゲ

ル,シ リカゼ リ-等各種 20)21)の支持体が使用 さ

れ るに至 り,又 Fraction-collector との組合

せ望2)23)其の他技術的考案24)が各方面でなされて

いる｡ 著者 の使用 した澱粉を用いる方法は,主

として中村 11)の記載に従ったものである｡ この

方法によれば資料の約 5乃至 10ccを 1本の

Columnで泳動する事が出来,著者は同時に2

本の Column を常用 した故に,一度の泳動で

15-20ccの血清の泳動が可能であった｡電気

泳動に当って充填する資料の量が余 りに多きに

過 ぎた場合には,その泳動成績が不良 となる｡

然 し著者の実験 目的は極めて多量の分劃を同時

に得る事にあった為 ,多少精度の悪 くなる事を

覚悟 して可及的大量の血清を泳動 した｡ 従って
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著者の得た資料ではAlbumin,及びγ-Globulin

峰は勿論明らかに分離 されたが,α一及びβ-Glo-

bulinは これを明 らかには分離する事 が 出 来

ず,多 くの場合 Albumin峰及 γ-Globulin峰

の間に存在する a+βGlobulin分割 として使
用 した｡

著者の得た成績 よりすれば,正常家兎の血清

把は γ-Globulin分割が,モルモッ トのそれに

比 し相当多量に存在 して居たが,卵白Albumin

感作 に よるγ-Globulinの増量は,家兎に於いて

は極めて僅かに過 ぎなかった ｡ 卵白一Albumin

感作動物の血清に見 られる特徴的な点は,正常

血清の Albumin 泳動部を越えて更に陽極 側

に蛋 白反応陽性を示す分割 の多量 に出現する事

で,研究当初にはこれを蛋白以外のFolin反応

陽性物質によるものと判断 したのであるが,現

在 これが蛋白である事を確認 し,Albumin部

に認められ る二つの峰を Albumin~Ⅰ及び Aト

buminIIと命名 したo卵白 Albuminの感作

によって現われるAlbuminIIは感作の程度 と

相関がある如 く思われ る｡卵白 Albumin感作

家鬼血清の澱粉柱による Z.E.に際 して認めら

れる以上二つの特徴を背景に,これ らの分割に

存在するアレルギー抗体及びアレルギ-反応抗

体を探究 したのである｡

発づ抽出された各分劃のすべての試験管につ

いて,卵白 AlbuminlOO0倍稀釈液を抗原 とし

て沈降反応を行なった｡その結果,沈降庚応抗

体は γ-Globulin峰その中では特 に陰極側によ

った部位に多量 の抗体が存在する事が明 らかと

なり,他 の分割,即ち Albumin,或いは α+β-

Globulin に相当する分割には これを認める事

が出来ないという成績を得た｡

分割 されたこれ らの各成分を生体 に受身移行

し,生体にてアレルギ-を皇する抗体が何れの

分割に存在するかを検討 した実験では,γ-Glo-

bulin分割に於 いて明 らかにArthus反応を示す

抗体が存在 し,他 の分割にはその存在が極めて

疑わ しいという成績を得た｡実験は家兎及びモ

ルモッ トの皮膚に於いてArthus型,逆 Arthus

型及びPraunitzIKiistner型の反応 として検索

されたのであるが,家兎に於 いては何れの反応
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形式でも,γ-Globtllin分割に抗体の存在を示す

陽性成績を得たのであるが,モルモッ トではこ

のような反応形式に於いては浮腫を主徴 とする

皮膚反応が各分割に比車軸勺強 く現われて,発赤

乃至は阻血を呈する典型的なArthus型反応を

得 る事が出来なかった｡この点は従来云われて

きたモルモッ トのArthus型反応に対 して椅検

討を要求するものと云 う事が田来 るであらう｡

反応実施に当って注意 された点は,血清分割の

濃縮に際 して使用した Carbowax1500 が分割

溶液中に移行する事であって,この為か皮膚に

分割蛋白液を注射 した後245寺間後即ち二次注射

当時には箇局所に明らかな発赤が認められる場

合 もあって,これが以後のArthus型反応の出現

を妨害し,或いは判定を誤らせる可能性が危供

されたが,各種の検討の結果此の反応は24時間

以後殆 ど消槌 し,目的 とするアレルギー反応の

判五三に障碍を残すものとは思われない成績で,

この点混入した Carbowax150〔)を透析除去す

る方が好 ましい事は勿論 としても,行なわれた

著者の実験成績が これによって歪められる程度

のものではないと判断 した ｡ 以上の如 く著者の

行なった案験結果では,卵白Albuminによる感

作家兎血清の γ-Globulinに沈降抗体 とアレル

ギー抗体が共に存在する事が明らかとなった｡

従来行なわれた実験でも,少 くとも試験管内

で認められるアレルギー抗体が γ-Globulinに

存在する事は略確証 されていた｡この点に関す

る実証的な事実は多数存在する故 ,これを一 々

指摘するの煩を避けて,只Tiseliusが電気泳動

法によって得た抗体成分が γ-Globulinに相当

する事を明 らかにして,既にγ-Globulinが治療

面で実用化されている壷実をあげれば足 りるで

あらう｡序文でも述べた様に,各種の抗体が果 し

て同一物であるか否かという点に関しては,秩

に血沖 に見られる各種の抗体 と組織のアレルギ

-を現わす抗体 とが,果 して同一物か否か とい

う点をめぐって,古 くより′街多 くの議論が闘わ

されている｡Opie,4)5) Cannon6) 等叉我国では

緒方25)等がその広範な実験を基礎 として,試験

管内抗体 とアレルギー抗体 とを同一物 と見倣す

議論を展開 しており,此等の一元論を代表する
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ものとしてあげる事が冊来 るであらう｡ 緒方26)

等は最近再び沈降抗体価 とArthus現象とが 亘
に平行する草を結晶卵白 Albuminを抗原とし

て得た感作家兎について実証 し,叉斉 田 27)等は

牛血清で免疫 した家兎血清中の抗体は,沈降抗

体がγ-Globulinに,文同じく硫酸曹達で塩析 し

た γ-Globulin部に Arthus型の抗体が共に

存在する事を指摘 した｡ これに対 し血中抗体 と

アレルギー抗体 との分離を主張するものとして

は,古 くは Coca28)等の主張があるが,其の後一

元論に圧倒 されて次第に影を薄めてきた｡然 し

二元論文はこれに挙頁する主張は結核アレルギー

の研究者殊にツベルクリン反応抗体が血中に出

現 しない点をめぐってその主張が続けられ,枯

草菌,叉最近ではペニシ リンによるアレルギー

に対する抗体 も,これに類するものとしてこれ

らの主張の根拠 となっている｡前 川 29)は細粒の

燐脂質が-70テンとなってアレルギー抗体が作

られるものと考えて,これを免疫抗体 と対立 さ

せ厳密な二元論を唱えている｡更に小野江30)31),

其の他によって行なわれている脱感作動物によ

る研究 も,或 る程度は血中抗体 とアレルギー抗

体 との分離を主張する説の一つの拠 り所を提供

するもののようである｡著者は今回行なった自

らの実験に関する限 りでは,卵白 Albuminで

感作 した豪兎血清中の γ-Globulin分割に沈降

抗体 とアレルギー抗体 とが同時に認められる事

案を指摘 し得 るのみであって,果 して両種抗体

が同一のものか否かについては箇 これを明 らか

にL得なかった｡然 し乍ら少 くとも両種抗体が

解離する事実を認め得ず,叉今後技術的な考慮

を委ねる事により沈降抗体について行なったと

同様アレルギー抗体に関しても,分割された各

試験管毎にその反応を倹する事によって両種抗

体が厳密に平行するか否かを検討 したいと考え

るのであるO従ってこの研究が進行すればある

程度抗体一元論の可否に関しての発言をなし得

ると期待しているものである｡

5. 結 論

著者は澱粉を支持体 とする ZoneelectrO-

phoresisによって家兎血清の分割を行ない,そ

の基礎的研究を進めると共に,卵白 Albumin
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で感作 した家兎血清の抗体位置を決定 しようと

試みた｡

i)卵白 Albumin 感作家兎血清の Albu-

min分劃ほ二つの峰を現わし,これを Albumin

I,及び AlbuminIIと命名 した｡γ-Globulin

分割は正常家兎血清に於いても比較的多量に存

在 し,感作によるその増量は著明でない｡

ii)卵白 AlbuminlOOO倍液を抗原 とする沈

降反応で,沈降抗体が γ-Globulinの陰極寄 り

に存在する事が示された｡家兄及びモルモッ ト

を Recipient とする抗体の受身移行で検査 さ

れた Arthus型及び Prausnitz-Ktistner型の

反応で感作家兎の γ-Globulinに一致してアレ

ルギー抗体の有産する事が示された｡

(稿を終 るに当り,終始御硬達御指導並びに御

校閲を賜った安平公夫助教授に,叉 Zoneele-

ctrophoresis の実施に当って種々御教示を戴

いた大島駿作助教授に深甚の謝意を表 します｡)
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